
山口大学図書館医学部図書館利用細則 

 

（趣旨） 

第１条 この細則は、山口大学図書館利用規則（以下「規則」という。）第 23 条の規定

に基づき、山口大学図書館医学部図書館（以下「図書館」という。）の利用に関し必要

な事項を定める。 

 

（利用者の範囲） 

第２条 規則第２条に規定する利用者の範囲は，別に定める。 

 

（開館時間） 

第３条 開館時間は，次の表のとおりとする。 

 

区 分 開 館 時 間 

平   日 8:30 ～ 17:00 

土曜日・日曜日・祝日 閉 館 

 

３ 参考調査受付時間は，平日の午前９時から午後４時３０分までとする。 

４ 副館長は第１項の規定にかかわらず，必要に応じて開館時間を変更することができ

る。 

５ 副館長は，第１項の規定にかかわらず，開館時間以外の利用を許可することができ

る。開館時間以外の利用に関し必要な事項は，別に定める。 

 

（休館日） 

第４条 規則第４条第４号に規定する休館日のうち，定例的に休館する日又は期間は、

次の各号に掲げるとおりとする。 

 (1) 医学部の夏季一斉休業期間中 

２ 副館長は，必要に応じて休館する日又は期間を変更することができる。 

 

（利用手続） 

第５条 図書館を利用しようとする者は、図書館利用登録申請書に、所定の事項を記載

の上提出し、利用カードの交付を受けるものとする。 

２ 規則第２条第４号に規定する者の利用カードの交付は、18 歳以上で図書館備付資料

を利用して学術研究・調査及び生涯学習並びに診療・看護等を目的とするものに限る。 

３ 利用者は，登録した事項に変更があったときは，速やかにその事実を届け出るもの

とする。 

 

（利用カード） 



第６条 次の各号に掲げる利用者の利用カードの有効期間は，次のとおりとする。 

(1) 役員及び職員         本法人に在職する期間 

(2) 学  生           学則に定める修業年限の期間 

(3) 名誉教授           称号授与期間 

(4) 利用を申し出た者       手続きをした当該年度の３月末日 

２ 利用カードは，記名の本人のみが使用し，他へ転貸してはならない。 

３ 利用カードを紛失した場合は，速やかに届け出るものとする。 

この届出を怠ったために生じた事故は，利用カード記名の本人の責任とする。 

 

（館外貸出冊数及び貸出期間） 

第７条 規則第９条第４項の規定に基づく資料の貸出冊数及び貸出期間は，次のとおり

とする。 

利 用 者 貸 出 冊 数 貸 出 期 間 

学部学生・その他の学生 ５冊以内  図 書１４日以内 

 雑 誌 ７日以内 

役員及び職員・名誉教授・大学院

生・その他の研究者 

１０冊以内  図 書１４日以内 

 雑 誌 ７日以内 

一般利用者 

放送大学学生 

 ２冊以内（図書） 

３冊以内（図書） 

 図 書１４日以内 

２ 前項の規定にかかわらず，学部学生・その他の学生に対して，夏季及び冬季休業中

の長期貸出を行うものとする。 

 

（館外貸出除外資料） 

第８条 規則第９条第２項第３号に規定する「その他館長等が指定した資料」は、次の 

資料とする。 

(1) 未製本雑誌の外国雑誌 

(2) その他副館長が指定したもの 

２ 大学教育職員等（以下「教員等」という。）から規則第９条第２項で規定する資料を

研究室又は教室で利用したいとの申出があったときは、研究上又は教育上やむを得な

いと判断される場合に、これを認めることができる。この場合の冊数は、10 冊以内と

し、その利用期間は１ヶ月以内で副館長が指定する期間とする。 

 

（館外貸出の停止）  

第９条 副館長は、館外貸出資料を所定の期日までに返却しなかった者に対して、館外  

貸出を停止することができる。  

２ 貸出を停止する期間は、当該資料が返却された日から起算して遅れた日数分の期間   

とし、最高 14 日間とする。  



３ 前項の規定にかかわらず、副館長が必要と認めたときは、停止期間を短縮すること  

ができる。  

 

（研究室貸出の手続等） 

第 10 条 教員等は、次の資料について、研究室に備え付け、長期にわたって特別に利用

することができる。 

(1) 当該教員等又は当該研究室等の予算（科学研究費補助金、委任経理金又は受託研

究費等を含む）により購入した資料又は寄贈された資料 

(2) 前号に掲げるもので、図書館に返却された資料 

２ 前項により研究室貸出を受けようとする教員等は、貸出資料の確認を行い、保管の責

任を負うものとする。 

３ 研究室貸出の手続は、医学部医学科においては部門教授、医学部保健学科においては

個人、附属病院においては科（部）長の申込みによって行うものとする。 

 

（研究室貸出の種類、冊数及び期間） 

第 11 条 研究室貸出の資料の種類、冊数及び期間は、次のとおりとする。 

(1) 図書 

貸出冊数は、教員等からの申し出に基づき、協議の上決定する。期間は５年と 

し、引き続き利用するときは、更新の手続きを行うものとする。 

(2) 雑誌 

原則として研究室利用の対象としない。 

２ 第１項第２号の規定にかかわらず、雑誌の研究室貸出を希望する場合は、副館長 

の許可を得て利用することができる。 

 

（研究室貸出の更新手続）  

第 12 条  研究室貸出の資料を第 10 条第１項第１号の規定により当該資料を引き続い  

て利用するときは、利用中の資料の照合確認を行い、その結果を図書館に連絡する  

ともに併せて所定の手続を行うものとする。  

２  研究室貸出を受けている教員等が、退職又は転任等によって本法人の職員として  

の身分を失うときは、事前に利用中の資料の照合確認を行い、所定の手続を行うも  

のとする。  

３  医学部医学科部門の教授及び附属病院の科（部）長で、退職又は転任等によって  

本法人の職員としての身分を失うときは、事前に利用中の資料の照合確認を行い、  

新たに責任者となる者にその保管を引き継ぐものとする。  

４  教員等に所属学部の変更があるときは、第２項に準じて扱うものとする。  

 

（施設等の利用）  

第 13 条 本学の役員・職員及び学生で、次の各号に掲げる施設等を利用するときは  



事前に所定の手続きを行うものとする。ただし、図書館の運営上支障があるときは、  

利用を認めないことがある。  

 (1) 視聴覚室  

 

（雑則）  

第 14 条 この細則に定めるもののほか、図書館の利用に関し必要な事項については、  

副館長が別に定める。  

  

附  則  

この細則は、平成 16 年８月 31 日から施行し、平成 16 年４月１日から適用する。  

 

附  則  

この細則は、平成 18 年４月１日から施行する。  

 

附  則  

この細則は、平成 21 年６月 24 日から施行し、平成 21 年４月１日から適用する。  

 

附  則  

この細則は、平成 23 年６月 28 日から施行し、平成 23 年４月１日から適用する。  

 

附  則  

この細則は、平成 24 年４月１日から施行する。  

 

附  則  

この細則は、平成 25 年１月１日から施行する。  

 

附  則  

この細則は、平成 31 年４月１日から施行する。  

  


